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別紙様式（ 府中市立第一 ）中学校・学園 

 

 

 

令和３年度全国学力・学習状況調査の 

結果をふまえた指導改善策 

 

Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

  ○義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力 

や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

○学校における生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

○上記のような取組みを通して、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立す 

る。 

 

２ 調査の対象 

  中学校第３学年・義務教育学校９年生の生徒 

 

３．調査の内容 

（１）教科に関する調査（国語、数学） 

   

       

（２）生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

  ・生徒に対する調査 

  ・学校に対する調査 

 

４．調査日時 

  令和３年５月２７日（木）    

 

Ⅱ 学力調査の結果【中学校・義務教育学校後期課程】 

１．教科に関する調査結果(平均正答率※)  

 国語 数学 

全 国 64.6 57.2 

広島県 65 57 

府中市 65 58 

第一中 70 60 

※平均正答率とは、｢生徒の正答数の平均｣÷｢設問数｣の値を、％で表わしたものです。 
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 ２ 調査問題の趣旨・内容 

区

分 
調査問題の趣旨・内容例 

国
語 

・話し合いの話題や方向を捉える。 

・質問の意図を捉える。 

・話合いの話題や方向を捉えて、話す内容を考える。 

・書いた文章を読み返し、語句や文の使い方、段落相互の関係に注意して書く。 

・書いた文章を互いに読み合い、文章の構成の工夫を考える。 

・文脈の中における語句の意味を理解する。 

・場面の展開、登場人物の心情や行動に注意して読み、内容を理解する。 

・登場人物の言動の意味を考え、内容を理解する。 

・文章に表れているものの見方や考え方を捉え、自分の考えをもつ。 

・文脈に即して漢字を正しく読む。 

・事象や行為などを表す多様な語句について理解する。 

・相手や場に応じて敬語を適切に使う。 

・伝えたい事柄が相手に効果的に伝わるように書く。 

数
学 

・整式の加法と減法の計算ができる。 

・具体的な場面で、一元一次方程式をつくることができる。 

・扇形の中心角と弧の長さや面積との関係について理解している。 

・関数の意味を理解している。 

・与えられたデータから中央値を求めることができる。 

・問題場面における考察の対象を明確に捉えることができる。 

・目的に応じて式を変形したり、その意味を読み取ったりして、事柄が成り立つ理由を説明するこ

とができる。 

・数学的な結果を事象に即して解釈し、事柄の特徴を数学的に説明することができる。 

・与えられた表やグラフから、必要な情報を適切に読み取ることができる。 

・事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に解釈することができる。 

・ヒストグラムからある階級の度数を読み取ることができる。 

・相対度数の必要性と意味を理解している。 

・データの傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明することができる。 

・平行四辺形になるための条件を用いて、四角形が平行四辺形になることの理由を説明することが

できる。 

・錯角が等しくなるための、2 直線の位置関係を理解している。 

・ある条件の下で、いつでも成り立つ図形の性質を見いだし、それを数学的に表現することができ 

る。 
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３ 調査結果にみられる特徴と課題及び今後の改善策 

【国語】特徴と課題 

◇文脈に即して漢字を正しく漢字を読んだり，質問の意図を捉えたりすることができる。 

◆文章に表れているものの見方や考え方を捉え，自分の考えを述べる際に，根拠となる事実を引

用することに課題がある。 

 

 

◇…相当数の生徒ができている点 ◆…課題のある点   

 

【国語】改善策 

●意見を述べる際には，根拠となる事実を引用するなど，意見の説得力を高める工夫をする。 

●引用の仕方を確認し，繰り返し引用の練習をする。 

 

 

 

【数学】特徴と課題 

◇具体的な場面で一元一次方程式をつくることができる。 

◆データの傾向を的確に捉え，判断の理由を数学的な表現を用いて説明することに課題がある。 

 

 

 

【数学】改善策 

●データの傾向を共通点や相違点に着目して総合的に捉える練習をする。 

●データの傾向を捉えた判断理由を，適切な数学的表現を用いて説明する練習をする。 
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Ⅲ 学習状況調査の結果 

１ 学習状況調査（生徒質問紙）の結果にみられる傾向 

肯定的な回答の割合が、全国平均値よりも高かった項目 

【生活と学習】 

●あなたの学校で，コンピュータなどの ICT 機器を，他の生徒と意見を交換したり， 

調べたりするために，どの程度使用していますか。 

●普段（月曜日から金曜日），１日当たりどれくらいの時間，スマートフォンやコン 

ピュータなどの ICT 機器を，勉強のために使っていますか。 

 

肯定的な回答の割合が全国平均値よりも低かった項目 

【生活と学習】 

●携帯電話・スマートフォンやコンピュータの使い方について，家の人と約束した 

ことを守っていますか。 

●１，２年生のときに受けた授業で，自分の考えを発表する機会では，自分の考えが 

うまく伝わるよう，資料や文章，話の組立てなどを工夫して発表していましたか。 

 

 

２ 生活習慣・学習環境などに関する改善のポイント 

 
【生活と学習】 

●携帯電話・スマートフォンやコンピュータの使い方について，教育活動全体で， 

生徒・保護者に向けて啓発活動を行っていく。 

●教育活動全体で，自分の考えがうまく伝わるように，資料や文章，話の組立てなど

を工夫して発表する場面を，計画的に設定する。 

 


